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ҩྍ͕進าし༏Εたༀଟ͘ݟग़͞Εて͍る͕ɺ؟のපؾͰۤしΉਓたͪまͩまͩଟ͍。ࢲたͪの目
ඪɺༀのޮՌを࠷大ݶに発شするγスςϜをఏҊして実現しɺよΓ༏Εたҩༀを世քதの؟のප
ͰۤしΉਓたͪにಧ͚る͜とͰす。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　大学教ཆ課ఔϨϕϧの有機およͼແ機化学と生物の知識がある事が望ましい。またӳจ学術ࢽの内༰をあるఔ度理解でき、教員の
。ಋのԼ、種々の化学物࣭や研究データのదਖ਼な取りѻいがग़来る事が望ましいࢦ

研究室の指導方針
　「Ϟϊ࡞り」にເを持ち、その実ݱのために力を੯しまないਓ材のҭ成をபとして、研究・教ҭを行う。そのために、研究എܠやҐ
ஔͮけの理解、実験ܭ画・ख法、݁Ռの解ੳ、ߟ、݁論のಋき方などの習得を重視する。またਖ਼֬で信པ性の高いデータを創ग़で
きる基本的なख技・能力を身にける。さらに法ྩॱकや҆全Ӵ生໘での配慮もできること。

この研究で身につく能力
　ある種の有機化合物（ྫ：ϖプチυ）の合成と精製（分取)1LCなど）、.S（࣭ྔ分ੳ）やN.3（࣓֩ؾ共໐）スϖクトϧなどによ
る分ੳと構造解ੳ。またテーマによってはௐ製したサンプϧを用いたࡉ๔ܥでの֤種ࢼ験、その分ੳとして)1LCやLC-.Sなどの֤種
ஔによる分ੳ。また場合によって種々の化学ࢉܭ（.. ̎、.D、.O）なども行い、݁ࢉܭՌを用いたߟ、ߟ案した方法のద用
ൣғの༧ଌ。
。修了生の活躍の場
　当研究室のଔ業生は、主にҩༀ関連企業や国内の化হ品会社に就職して活躍しています。
　 ：ྫ࢜フィϧム、ڵࣜג။社、ؙੴ製ༀ、φーυ研究所、 Ѵ化成メディカϧ、ポーラ、テπήン（新日మॅ金ŞƄſŖŲƅ）、ϐΞス、カー
リット

研究内容
　ۙҩྍ͕ਐา͠ɺ߅ମҩༀͳͲ༏Εͨༀଟ͘ݟ出͞Ε͍ͯΔ͕ɺ؟ͷපؾͰ
ۤ͠Ήਓͨͪ·ͩ·ͩଟ͘ଘ͢ࡏΔɻͦͷཧ由ͷ一ͭͷͱͯ͠؟ͷҩༀͷ場合ɺຆ
Ͳͷ͕ࡎࡎ؟ͷͨΊɺ༗ޮͰ͋Δༀ͕ɺ作༻ʹ౸達͘͠望Ή治ྍޮՌ
͕ಘʹ͍͕͛͋͘ࣄΒΕΔɻ·ͨোͳͲ֮ࣗঢ়͕΄ͱΜͲͳ͍ͨΊɺ͞ऀױ
Μ͕ༀΛࢭΊͯ͠·͍ɺ͍࣌ͨͮؾʹපঢ়͕ਂࠁͳࣄଶʹͳͬͯ ͍Δ͜ͱ͕͋Δɻ
ༀ͕所望ͷ作༻ʹޮΑ͘౸達͠ༀͷޮՌΛ͍͓ͯʹ؟ͷඪɺͪͨࢲ
ͷ治ྍༀͱ͠ױ෦ͷ࣬؟ޙΔγεςϜɺ加ྸԫൗมੑͳͲͷ͢شൃʹݶ大࠷ ɺ͔ͯ
Δɻ͍ͯ͠ࢪΛ実ڀݚૅجͷࡎͷఴ加ࡎΔঃ์ੑͷ子ମࣹ࣋͢ଓੑΛҡ݄࣋ؒ
༏Εͨͷ͞Βʹࢀఱༀͷڀݚ։ൃʹ͓͍ͯ高次ͷධՁΛ実͠ࢪɺͦ͜Ͱ高͍༗
ޮੑɾ安全ੑ͕ݟ出͞ΕΕɺϓϩδΣΫτͱͯ͠ఏҊ͠ɺ৽͍͠ܗͷ؟Պ༻ҩༀͱ
ͯ͠ ੈք中ͷ؟ͷපͰۤ͠Ήਓͨͪʹಧ͚͍ͨͱ͍ͯ͑ߟΔɻ

研究設備
　)1LC、LC-.S、分取)1LC、N.3、I3、プϨートリーμー、電子ݦ
ඍڸなど

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
 ・ಛڐग़ئ൪߸：����-������：ࡉ๔ບಁա性ϖプチυを含有する؟科

用ҩༀ組成物
 ・ಛڐ公開൪߸：����-������：ΞスίϧϏンࢎ༠ಋ体を含有するඇਫ

性ࣹٴࡎͼデポܗ成方法
 ・ಛڐ公開൪߸：����-������：シスチン༠ಋ体を含有するඇਫ性ࣹ

成方法ܗͼデポٴࡎ
 ・国ࡍ公開൪߸：����-������：݂新生્࡞用を有する新نるオΩ

サジΞκーϧ༠ಋ体およͼチΞジΞκーϧ༠ಋ体
 ・ಛڐ公開൪߸：����ɻ ������：新ن環ঢ়スクΞリンࢎΞミυ༠ಋ体
 ・ಛڐ公開൪߸：����ʵ������：��ʵϕンκオΩサジンʵ�ʵオン֨ࠎ

を有する新ن化合物
 ・化学ܥԤจジϟーφϧおよͼ国内学会発දなど
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（連携）機能ߴࢠՊֶ研究室
（（ג）ఱༀࢀ）
https://mswebs.naist.jp/LABs/santen/kinohome/GramepaHe�.html




